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経営ビジョン

未来の空気をまもる
大気社は社会全般を顧客と考えて、すべてのお客さまの幸せを願って、

今日も快適な環境をつくり出しています。

未来の子どもたちにきれいな空気を残すために、

環境への負荷を減らし、持続可能な社会づくりに挑み続けます。

1913年の創立以来、112年の年月が経過し、大気社グループはおよそ5,000人の従業員を抱えるグローバル
企業グループへと成長しました。当社は創業時から脈々と受け継がれてきた国際性と「顧客第一」の精神を大切
にしながら、さらなる挑戦を続けています。

こうしたDNAを継承しさらに発展させるため、当社は長期ビジョンの中に、1970年代の経営
目標である“Open Challenge & Quick Response”をCorporate Cultureとして改め
て掲げました。「何事もオープンマインドで受け入れ、チャレンジする」ことを大切にする企業
文化がグループ全体に浸透し、新たな価値創造へとつながることを期待しています。

「顧客第一」
顧客とは広義において社会全般を意味する。
顧客第一の精神とは、永続性のある信頼を顧客から得ることである。
そのためには、個人あるいは企業自身の行動が、先方に利益と幸福をもた
らすという信念に立脚して、自己の良心に従い、何事にもベストを尽くさ
なければならない。

法令とその精神を順守し、公正で自由な競争のもとに適正な取引を行い、
透明性と高い倫理観で、顧客・取引先、株主、社員、地域・社会、地球環境に
貢献する。

1. 永続的に成長し、社会に貢献する会社づくり
2. 魅力ある会社づくり

長期ビジョンの
詳細はこちら
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■ 報告対象組織
当社および国内外のグループ会社を対象としています。

■ 報告対象期間
2024年度（2024年4月1日～2025年3月31日）の活動を中心に、一部前後の活動を含めて記載
しています。

■ 発行日
2025年10月

■ 次回発行予定
2026年10月

■ 参考にしたガイドライン
環境省「環境報告ガイドライン（2018年版）」、「環境会計ガイドライン2005年版」、「生物多
様性民間参画ガイドライン（2023年）」、GRI「サステナビリティ・レポーティング・スタンダード」、
ISO26000、IIRC国際統合報告フレームワーク

■ 制作
株式会社大気社 統合報告書編集委員会

■ 連絡先
株式会社大気社 広報・サステナビリティ推進課 TEL.03-5338-5052（代）

開示体系

将来の見通しに関するご注意

本報告書にて開示されているデータや将来
についての計画や戦略、業績に関する予想お
よび見通しは、本報告書の発行時点の判断や
入手可能な情報に基づくもので、種々の要因
により変化することがあり、これらの目標や予想
の達成、および将来の業績を保証するものでは
ありません。またこれらの情報が、今後予告なし
に変更されることがあります。

従いまして、本報告書のご利用は、他の方法
により入手された情報とも照合・確認し、ご利用
者の判断によって行ってくださいますようお願い
いたします。

本報告書ご利用の結果、生じたいかなる損
害についても、当社は一切責任を負いません。

大気社は、株主・投資家をはじめとする幅広いステークホルダーの皆さまに、当社の中長期視点での価値創造についてご理解を
深めていただくため、2021年から統合報告書を発行しています。

2025年は新たに発表された「10年プラン2035」、「中期経営計画」を軸に、当社が未来に向かってどのように進んでいくのかを
お伝えできるよう工夫しました。「ありたい姿」が戦略に落とし込まれ、将来展望とつながる形で足元の取り組みが着実に進捗して
いることを、さまざまな事例を用いてご紹介しています。また、非財務情報に関しては、ありたい姿の中心テーマである「エンジニア
リング」、「グローバル」が浮き彫りとなるよう、内容の充実に努めました。

本報告書は、ステークホルダーの皆さまとの建設的対話につながるコミュニケーションツールとして位置づけており、代表取締
役社長をはじめとした経営陣が、積極的に制作に参画しております。また制作にあたっては、サステナビリティ推進担当役員が監修
を行っています。大気社は、これからも皆さまとの対話を通じて、統合報告書の改善・充実を図るとともに、社会への貢献と企業価
値向上に努めてまいります。

事業活動による
社会、環境、経済への

影響を評価する
ステークホルダー

長期

短期

企業価値向上の
ための

株主・投資家

法定開示書類
による国や
証券取引所
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トップメッセージ
大気社のありたい姿である“Be Engineering” 実現のために、

「私たちは何をすべきか」、長期的な方向性と持続的な成長
戦略について社長自らが語ります。

社外取締役×社長座談会
「10年プラン2035」の発表とともに、新3か年中期経営計画
を始動した当社は、グローバルに進展する産業革新を事業機
会とし、さらなる発展を遂げていきます。ここでは社外取締役
と社長の座談会として、これまで進めてきた10年プランの策
定をめぐる議論を振り返りながら、長期ビジョンの実現に向け
た課題と取り組みを語り合います。

10年プラン2035
当社は2035年のありたい姿として「『持続可能な社会の構
築』に貢献するグローバルエンジニアリング企業」を掲げ、こ
れを実現するために“Innovative Engineering”、“Global 
Inclusion”という２つの戦略指針を設定しました。ここでは、
これらの指針のほか、「経済的価値の倍増」と「社会的価値の
増大」を同時に実現するための、8つの戦略的焦点やマテリア
リティを紹介します。

中期経営計画
（2026年3月期－2028年3月期）の目標
10年プランの期間を3つのフェーズに分け、2026年3月期
から2028年3月期を「変革に向けた再構築」の3年間としまし
た。国内事業で得られた資金を成長投資に振り向け、「成長戦
略の基礎」を構築していきます。また、10年後の財務目標達成
に向けたマイルストーンとしての目標も設定し、非財務目標と
してCO₂排出量の削減目標や従業員数も織り込んでいます。

環境システム事業×塗装システム事業
事業部長によるクロストーク
急速な社会環境の変化と技術革新の流れを受け、産業構造の
変化が進む中で、環境システム事業部と塗装システム事業部
は、それぞれが培ってきた技術と実績による強みを発揮しつ
つ、相互に連携を深めています。本対談では、両事業部の独自
性とこれまでの足跡を踏まえ、「新成長戦略」の旗印のもと、共
創が生み出す新たな価値や今後の事業展開について、二人の
事業部長が語ります。
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